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第 14章 

肉牛飼料としての DDGSの使用 

はじめに 

米国の肉牛業界はこの数十年間、湿潤および乾燥状態のトウモロコシ・ジスチラーズ副産物の主要な

消費業界である。そのため、トウモロコシ・ジスチラーズ副産物を畜牛に給与した場合の飼料価値を

評価するための試験を相当数実施している。こうした試験の大半がジスチラーズ・グレインの仕上期

肉牛への給与に関するものである。優れた研究をまとめた文献や給与に関する推奨事項が記載された

文献が数件発表されている（Ericksonら、2005; TjardesとWright、2002; Loyら、2005a; Loyら、

2005b; Schingoethe、2004）。新しいところでは、Klopfenstein ら（2008）が様々な割合で湿潤ジ

スチラーズ・グレイン・ウィズ・ソリュブルを配合した飼料を飼養牛に給与した 9 件の試験のメタ

分析を含む優れた文献レビューを発表した。 

肉牛用ジスチラーズ副産物の栄養成分 

肉牛に給与する場合の DDGSの栄養成分および消化率についての詳しい情報は、第 4章「DDGSの

栄養成分と消化率: ばらつきと In Vitro測定」を参照されたい。 

ウェット・ジスチラーズ・グレイン・ウィズ・ソリュブルおよびドライド・ジスチラーズ・グレイン・

ウィズ・ソリュブは比較的タンパク質の含有率が高く（27～30%）、古くから飼養牛用飼料のタン

パク質補給原材料として用いられてきた（Klopfenstein ら、2008）。トウモロコシ DDGSに含まれ

るタンパク質の大半が第一胃の分解を逃れる率の高いゼインであり（Littleら、1968）、第一胃で分

解されるのは 40%である（McDonald、1954）。第一胃の分解を逃れるタンパク質はばらつきが大き

いことが知られているが（Ainesら、1987）、ドライド・ジスチラーズ・グレインのタンパク質は大

豆粕の約 2.4倍で、DDGSのタンパク質は約 1.8倍である。 

DDGSの炭水化物最大の分画成分は NDF（中性デタージェント繊維）である。トウモロコシ粒の果

皮部分（ふすま）は NDFを約 69%含んでおり、DDGSの NDFの多くはこの部分からから得られ、

大部分（87%）が急速（1時間に 6.2%）に消化される（DeHaanら、1983）。DDGSに含まれる消

化率が高く急速に発酵可能な繊維であることから、現在では仕上期の飼養牛用の飼料に高エネルギー、

高タンパク質源として配合されている。Farlin（1981）はウェット・ジスチラーズ・グレイン・ウィ

ズ・ソリュブル（WDGS）の乾物ベース kg当たりのエネルギーがトウモロコシの値を上回ることを

初めて見いだし、これは後に Firkinsら（1985）および Trenkle（1996）によって裏付けられた。  

DDGS に含まれるトウモロコシ油もエネルギー含量に大きく貢献している。Vander Pol ら（2007）

はトウモロコシ油の消化率が 70%で、WDGS の油の消化率は 81%になることを示した。これは

WDGS の油の一部が第一胃で加水分解および水素化を免れることに起因すると考えられる。脂肪酸

摂取レベルが上昇すると消化が低下する（Plascenciaら 2003）が、これは恐らく DDGSの飼料配合

率が上昇すると飼料価値が低下する理由を示していると考えられる（表 1）。 
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仕上期畜牛への DDGSの給与 

米国ではジスチラーズ・グレイン・ウィズ・ソリュブルの多くは湿潤状態で仕上期の畜牛に給与され

ており、結果としてこうした畜牛は DDGS よりも高いエネルギー価を得ることができる。しかしな

がら、米国から輸出され、肉牛用飼料用として用いられるジスチラーズ・グレイン・ウィズ・ソリュ

ブルはすべて乾燥させたものである。現在では、DDGS は主として仕上期畜牛用飼料のエネルギー

源とみなされている。トウモロコシ DDGS は嗜好性が非常に優れ、積極的に摂取されるため、結果

として高い乾物摂取量が得られる。DDGSを仕上期畜牛に給与した場合と比較すると、WDGSでは

発育成績が上回る（Ericksonら, 2005）。30～40%のトウモロコシ粒をWDGSに置換すると、確実

に飼料要求率が 15～25%改善される結果となる （DeHaanら、1982; Farlin、1981; Firkinsら、1985; 

Fanningら、1999; Larsonら、1993; Trenkle、1997a,b; Vander Polら、2005a）。飼料要求率がこ

のように改善されるのは、主として WDGS のエネルギー価がトウモロコシの 120～150%に相当す

るためである（Ericksonら、2005）。乾燥させることによって、ジスチラーズ・グレイン・ウィズ・

ソリュブルのエネルギー価は粗飼料率の高い飼料に用いられる乾燥圧ぺんトウモロコシのエネルギ

ー価の102～127%程度へと低下すると考えられる。

WDGSおよびDDGSのエネルギー価が高いのはア

シドーシス管理によるものと考えられる（Erickson

ら、2005）。 

Bucknerら（2007）は仕上期の去勢牛に DDGSの

配合率を変えて給与し、発育成績および枝肉特性

に及ぼす影響を評価する試験を実施した（表 1）。

この試験結果では、DDGS の配合率を引き上げて

も乾物摂取量、第 12肋骨脂肪厚さ、腰部筋肉面積

および霜降り度に影響は見られなかったが、ADG

（1日平均体重増加率）および温枝肉重量に二次効

果、増体効率に二次傾向が観察された。DDGS を

飼料に加えると飼料価値はトウモロコシの値を大

幅に上回ったが、飼料配合率が上昇するに従って

この値は低下した（表 1）。Klopfensteinら（2008）

は他の４件の試験結果とともに Bucknerら（2007）

のデータを加えてメタ分析を行った。その結果に

おいても、DDGS の配合率を引き上げて給与した

場合に ADG（1 日平均体重増加率）に二次反応が

見られたが、G:F（飼料効率）では三次反応が観察

された。加えて、このメタ分析では飼料に 20～30%

の割合で DDGS を配合した場合に最大の ADG が

得られ、10～20%の配合率では G:Fが最大になる

ことが明らかになった。Klopfenstein ら（2008）

はWDGSでは DDGSより高い配合率で ADGおよび G:F反応が最大になり、配合率の上昇による飼

料価値の低下の割合はWDGSよりも DDGSを給与した場合に高いことを見いだした。 

 

表 1. 各種飼料配合率で DDGSを仕上期去勢牛に給与した場合の発育成績および枝肉特性 3
 

反応分類 0% DDGS 10% DDGS 20% DDGS 30% DDGS 40% DDGS 

DMI kg/d 9.25 9.47 9.52 9.71 9.47 
ADG kg 1.50 1.61 1.68 1.62 1.59 
G:F 0.162 0.171 0.177 0.168 0.168 

飼料価値 1 100 156 146 112 109 

温枝肉重量 kg 351 362 370 364 359 

第 12肋骨脂肪 cm 1.42 1.37 1.50 1.40 1.47 
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腰部筋肉面積 cm
2 80.0 80.6 82.6 81.3 81.3 

霜降り度 2 533 537 559 527 525 

1.
 トウモロコシとの比較、G:Fの差を DDGS配合率で除して算出 

2.
 霜降り度 400 = 僅少

0
、500 = 少

0 

3.
 Bucknerら 2007に基づく 

 
Leuppら（2009）は 70%濃厚飼料を給与している去勢牛を対象として、様々な割合でトウモロ

コシ DDGS を配合した場合の飼料摂取量、消化率および第一胃発酵への影響を調べ、70%濃厚

飼料に含まれる乾燥圧ぺんトウモロコシを最大 60%まで DDGSで置換しても、有機物消化率へ

の悪影響がないことを示した。ただし、飼料に 60%の割合で DDGSを加えると、有機物の摂取

量が減少した。本試験の研究者らは、生育期去勢牛用飼料に DDGSを 45%配合した場合に、消

化および第一胃発酵を最も改善することができると結論付けた。 

DDGSによるアシドーシス低減 

DDGS を含む飼料を給与すると、穀物が多く含まれる飼料を摂取する飼養牛のアシドーシスが低減

される。発酵速度の速いデンプンが多く含まれる高穀物飼料を仕上期の畜牛に給与すると、しばしば

亜急性アシドーシスの問題が発生する。DDGS はデンプンの含有率が低く（2～5%）、繊維、タン

パク質および脂肪の含有率が高いため、乾物摂取量の 20%以上を DDGSに置換した飼料を給与する

場合には、飼料中の粗飼料の割合を引き下げることができる。DDGS はタンパク質含有率が高いた

め、DDGS を 20%以上含む飼料を給与する場合には、質の低い粗飼料でも効果的に用いることが可

能になる（Klopfensteinら、2008）。 

DDGS高配合飼料によるタンパク質およびリンの過剰摂取 

DDGS をエネルギー源として用い、15～20%の範囲を超えて飼料に配合すると、タンパク質および

リンを過剰に摂取させることになる。過剰なタンパク質はアミノ酸の脱アミノ作用によってエネルギ

ーに用いられ、結果として尿素が排泄されることになる。Vander Pol ら（2005b）は乾物の 10%ま

たは 20%が DDGSである飼料を仕上期畜牛に給与した場合には、飼料に尿素を添加しても何らの利

益も得られないことを明らかにし、窒素の再利用が発生していることを示唆した。しかしながら、

Ericksonら（2005）は、慎重を期すためには、DDGSの配合率が 20%を下回る飼料を調製する場合、

分解性摂取タンパク質の補給に関する NRC（1996）ガイドラインに従うのが最善の策であると提案

した。飼養牛に DDGS によるリンが過剰に含まれる飼料を給与しても、許容できる Ca:P 比率が維

持されるようにカルシウムを適切に補給している場合には、成績および枝肉特性に悪影響を及ぼすこ

とはないと考えられる。 

DDGSが硫黄を高率で含有する可能性 

DDGS における硫黄の高含有率は飼養肉牛にとっての懸念事項となる可能性がある（Lonergan ら、

2001）。エタノールプラントではエタノールおよび DDGSの製造中にクリーニングおよび pH調整

を目的として硫酸を使用している。その結果、DDGS の硫黄含有率には大きなばらつきが生まれ、

その範囲は 0.6%から 1.8%という高率にまで至る。第一胃の微生物は適切量の食餌性硫黄を必要と

しているが、飼料に過剰な硫黄が含まれると灰白質脳軟化症を引き起こすことがあり、乾物摂取量、

ADG および肝臓の銅濃度の減少にもつながる可能性がある。反芻動物における硫黄摂取の管理につ

いての詳細なまとめは第 12章「DDGS中の硫黄に関する懸念と利点」を参照されたい。 

 

Nevilleら（2012）による最近の試験では、様々な配合率での DDGS給与（20、40および 60%）

およびトウモロコシ処理方法（高水分トウモロコシ vs乾燥あっぺんトウモロコシ）が飼養場去

勢牛の発育成績、灰白質脳軟化症の発症率および硫化水素ガス濃度にどのような影響を与えるか

を調べた。飼料の硫黄含有率は 0.6～0.9%の範囲で、1頭 1日当たり 150 mgのチアミンを添加

した。飼料に含まれる DDGS の割合が増加するに従って枝肉調整後最終体重は線形減少を示し
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たが、枝肉調整後飼料効率は影響を受けなかった。DDGS の配合率を引き上げて給与すると、

温枝肉重量および背脂肪が減少し、歩留り等級の低下を招いた。飼料中の DDGS の割合が増加

すると、硫化水素ガス濃度も増加したが、灰白質脳軟化症の発症は確認されなかった。トウモロ

コシ処理方法は発育成績、灰白質脳軟化症の発症率、第一胃の硫化水素ガス濃度に影響を及ぼさ

なかった。こうした結果だけでなく、Nevilleら（2010）および Schauerら（2008）による報告

結果も、高濃度の飼料を給与した子羊および去勢牛では DDGS の硫黄は最大許容レベルを超え

て給与可能であることを裏付けている。NRC（2005）が報告している硫黄の最大許容レベルに

ついては、再評価の必要があると考えられる。この筆者らは食物性（または水溶性）硫黄源が臨

床上の灰白質脳軟化症の発症に何らかの役割を果たしている可能性を示唆しており、更なる調査

が求められる。 

 

Felixら（2012）は DDGSを 60%配合した飼料を生育期畜牛に給与し、銅の補給が飼養場成績、

枝肉特性および第一胃硫黄代謝に及ぼす影響を評価した。銅の補給は第一胃の pHには影響を及

ぼさなかったが、DDGSを 60％配合した飼料に銅を飼料 1kg当たり 100 mg添加した場合に、

硫化水素ガス濃度が低下した。ただし、銅を飼料 1kg 当たり 0mg または 200mg 添加した場合

には低下が認められなかった。60%DDGS 飼料を給与した畜牛では銅の補給によって飼料効率

が改善したが、畜牛の最大許容量の倍量を補給した場合には、第一胃硫黄代謝への影響は最小に

なった。 

DDGS給与がもたらす優れた肉質および歩留 

DDGS が含まれる飼料を給与しても牛枝肉の品質や歩留りに変化はなく、牛肉の官能特性およ

び食味特性に影響を及ぼすこともない（Erickson ら、2005）。ジスチラーズ・グレインを給与

した畜牛から得られる牛肉の品質および官能特性を評価する試験件数は増加傾向にあるが、いず

れも一貫して、DDGS を高い割合で配合した飼料を給与しても得られた牛肉の食味特性に悪影

響のないことを示している。  

 

Roeberら（2005）はウェット・ジスチラーズ・グレインおよびドライド・ジスチラーズ・グレ

インを最大50%まで配合した飼料を給与した2件の試験の供試牛であるホルスタイン去勢牛か

ら得られた牛肉のストリップロインの色、柔らかさおよび官能特性を評価した。柔らかさ、風味、

および肉汁に差は認められなかった。同様にJenschkeら（2006）もウェット・ジスチラーズ・

グレインを最大50%（乾物ベース）まで配合した飼料を仕上期肉牛に給与し、得られたステーキ

肉の柔らかさ、結合組織の量、肉汁および異臭の程度に差のないことを明らかにした。実際のと

ころ、ウェット・ジスチラーズ・グレイン・ウィズ・ソリュブルを30%および50%配合した飼料

を給与した場合と比較すると、0%および10%配合した飼料を給与した肉牛から得られたステー

キに異臭が存在する可能性が非常に高かった。Gordonら（2002）は153日間の仕上期試験期間

中にDDGSを0%、15%、30%、45%、60%および75%含む飼料を未経産牛に給与し、DDGSの

配合率が高くなるとステーキの柔らかさが増すという線形関係が多少存在することを明らかに

した。  

 

Kogerら（2010）は大豆粕のすべてとクラックド・コーンの一部を20または40%のウェット・ジ

スチラーズ・グレイン・ウィズ・ソリュブルまたはドライド・ジスチラーズ・グレイン・ウィズ・

ソリュブルで置換した飼料をアンガス交雑種去勢牛に給与した。ジスチラーズ・グレインを給与

した交雑種去勢牛の枝肉の脂肪厚および歩留り等級は、乾燥圧ぺんトウモロコシ、大豆粕および

アルファルファ干し草から成る対照飼料を給与した去勢牛を上回った。DDGSを給与した去勢牛

から得られた腰肉の極限pHはウェット・ジスチラーズ・グレインを給与した去勢牛から得られ
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た腰肉の値を上回った。ジスチラーズ・グレインを給与した去勢牛から得られた挽肉のαトコフ

ェロールの値は対照飼料を給与した去勢牛から得られた挽肉の値を上回ったが、ジスチラーズ・

グレインを40%配合した飼料を給与した去勢牛から得られた挽肉では、小売店頭での陳列2日目

のTBARS（チオバルビツール酸反応性物質：脂質過酸化反応指標として用いられる）の値がジ

スチラーズ・グレインを20%配合した飼料を給与した去勢牛の挽肉の値を上回った。この研究者

らは、ジスチラーズ・グレインを給与した去勢牛は皮下脂肪が過剰になるのを避けるため、通常

よりも短期間で市場に出す必要があるとも考えられるが、「ダークカッター」と呼ばれる暗色化、

挽肉の小売店頭での陳列期限または肉の柔らかさに対してはプラスの影響もマイナスの影響も

ないと結論付けた。しかしながら、ジスチラーズ・グレインを給与した畜牛から得られた肉では、

酸化腐敗臭を発生させやすいと考えられている多価不飽和脂肪酸が増加している。   

 

生育期または仕上期の去勢牛にDDGSを0%配合した飼料と30%配合した飼料を給与しても、発

育成績および枝肉特性に差は認められなかった（Leuppら、2009）。霜降りの度合いおよび柔ら

かさは飼料の影響を受けなかったが、仕上期にDDGSを給与した去勢牛のステーキは肉汁が多く、

風味も優れていた。こうしたデータから、生育期または仕上期に乾燥圧ぺんトウモロコシを一部

置換してDDGSを乾燥ベースで30%配合しても、成績、枝肉特性または官能特性には悪影響が及

ばないことが示唆される。ただし、DDGSを30%配合するとステーキの色に悪影響が及ぶ可能性

がある。 

 
同様に、Segersら（2011）は、離乳期から出荷に至るまでの間、タンパク質補給用として大豆

粕を給与した場合と比較して、DDGSまたはコーングルテンフィードを25%配合した飼料を給与

しても腰最長筋ステーキの組成および柔らかさは影響を受けないことを示した。ただし、Leupp

ら（2009）によって確認されたステーキ色への影響と同様に、訓練を受けて本試験に参加した

官能試験官らは知覚色の差を感知したが、異なる試料群間のステーキの全体的な色は似通ってい

た。試料群間でTBARSの濃度に違いはなかったが、DDGSを給与した去勢牛から得られたステ

ーキの色の変化は小売店頭陳列9日後のステーキの色の変化を上回り、より多くの多価不飽和脂

肪酸を含んでいた。これにより、DDGSを給与した畜牛から得られた食肉製品では脂質酸化を示

す数値が上昇するため、保存期間が短くなる可能性が示唆される。本試験の結果は、肉質に影響

を及ぼすことなく、離乳期から屠畜に至るまでの間、DDGSおよびコーングルテンフィードで肉

牛用飼料中の大豆粕およびトウモロコシの一部を置換することが可能であることを示している。 

 

Aldaiら（2010）は小麦 DDGSとトウモロコシ DDGSを飼養場畜牛に給与し、肉質に及ぼすそ

れぞれの影響を比較し、大麦対照飼料を給与した肉牛と比較した場合、小麦 DDGS は肉質に悪

影響を及ぼさないが、トウモロコシ DDGS では柔らかさや嗜好性等の肉質にある程度プラスの

影響があることを示した。 

DDGS給与が大腸菌 O157:H7排菌に及ぼす影響 

2007年、米国では牛挽肉の大腸菌 O157:H7汚染が増加し、その原因を突き止め理解しようとする動

きが急激に活発化した。同時期、エタノールおよびジスチラーズ・グレインの生産が爆発的に増加し

たため、ジスチラーズ・グレインの給与がこの問題に関わっているのではないかという疑念が生まれ

た。そのため、研究者らはジスチラーズ・グレイン・ウィズ・ソリュブルの給与と牛肉の大腸菌

O157:H7 汚染の増加に関係があるのか否かを突き止めるための試験に着手した。DDGS 給餌と糞便

中への排菌の相関関係の可能性についての研究結果の詳細かつ包括的なまとめについては本ガイド

ブック第 16 章「DDGS 給餌と肉牛糞便中の大腸菌 0157:H7 とに関連性はあるのか？」を参照され

たい。 

一言で言えば、肉牛への DDGS給与が大腸菌 O157：H7の排菌に及ぼす影響については一貫性のな
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いことを示している。大腸菌 O157：H7の排菌反応は DDGSの飼料配合率およびトウモロコシ処理

方法その他の飼料原材料の影響を受けると考えられる。現在のところ、DDGS の配合率が牛挽肉の

大腸菌 O157：H7汚染の原因のひとつであることを示唆する科学的根拠は存在しない。 

DDGSのその他の飼料用途 

その他の年齢の畜牛に給与するトウモロコシ DDGS に関する試験は多くは行われていない。しかし

ながら、質の低い粗飼料を摂取させている場合には、DDGS は飼料に効果的に用いることのできる

優れた補給用エネルギー源でありタンパク質源となる。リンの含有率が低い粗飼料を含む飼料を給与

している場合には、DDGSを加えると DDGSに含まれるリンがより大きな価値を持つことになる。

この他の DDGS の使用用途には授乳中の親牛に用いる餌付け飼料としての使用、放牧牛のための補

給飼料としての使用が含まれるだけでなく、低品質粗飼料および作物残渣を給与している成長期の仔

牛および妊娠期の肉牛繁殖用雌牛または育成期の肉牛繁殖用未経産牛への補給飼料として使用でき

る可能性がある。 

肉牛繁殖用雌牛への DDGS給与 

仕上期の肉牛とは異なり、肉牛繁殖用雌牛への DDGS 給与試験はそれほど多く行われているわけで

はない。Loyら（2005a）は肉牛繁殖用雌牛の飼料に DDGSを配合した試験結果をまとめ、優れた論

文を発表した。肉牛繁殖用雌牛の飼料に DDGSを配合することがもっともふさわしい状況は、1）コ

ーングルテンフィードまたは大豆粕を置換することのできるタンパク質補給源が必要な場合（特に低

品質粗飼料を給与している場合）2）コーングルテンフィードまたは大豆外皮を置換することのでき

る低デンプン、高繊維、高エネルギー源が必要な場合、および 3）脂肪補給源が必要な場合である。 

タンパク質補給源としての DDGS 

研究者らは、コロラド州の冬

期放牧地に放牧されている肉

牛繁殖用雌牛に 1 日 0.18 kg

のタンパク質を補給する目的

で DDGSを給与すると、アル

ファルファ乾草やカルネイビ

ー・ビーンよりも良好な結果

が得られることを示した

（Smith ら、1999）。Shike

ら（2004）は泌乳期のシンメ

ンタール牛に給与する乾燥粉

砕アルファルファへの栄養補

給源としてコーングルテン飼

料を給与した場合とDDGSを

給与した場合とで発育成績を

比較し、DDGSを給与した牛

は増体量でコーングルテンフ

ィードを給与した牛を上回り、

乳量では下回ることを見いだ

した。しかしながら、仔牛の体重および繁殖成績には差は見られなかった。その後の研究では、イリ

ノイ大学の研究者である Loyら（2005a）は泌乳期のアンガス牛とシンメンタール牛に粉砕トウモロ

コシ茎と DDGS またはコーングルテンフィードを組み合わせた飼料を補給してその結果を比較した。

仔牛への授乳中の親牛に全配合飼料を制限給餌し、DDGS を補給した雌牛とコーングルテンフィー

ドを補給した雌牛の間に乳量および仔牛の増体量の差は見られなかった。 

エネルギー補給源としての DDGS 

低品質の粗飼料を給与している場合には、ドライド・ジスチラーズ・グレイン・ウィズ・ソリュブル
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は効果的なエネルギー補給源となる。Summerと Trenkle（1998）は、DDGSおよびコーングルテン

フィードがコーンストーバー飼料ではトウモロコシに勝る補給源となるが、高品質アルファルファ飼

料ではそうならないことを示した。コーンストーバー（トウモロコシの茎葉）のタンパク質、エネル

ギーおよびミネラルの含有率は低いが、価格が安く、米国の主要トウモロコシ生産州では入手が容易

である。良好な状態にある妊娠期の雌牛に低品質の粗飼料（「例えば、コーンストーバー」）を給与

している場合には、妊娠期の最後の 3分の 1の期間中 1日 1.4～2.3 kgの DDGSを摂取させると、

タンパク質およびエネルギー要求量を満たすことができる（Loy ら、2002）。泌乳期の初期に低品

質の粗飼料（例えば、トウモロコシの茎葉）を給与している場合には、1日 2.7～3.6 kgの DDGSを

摂取させると、タンパク質およびエネルギー要求量を満たすことができる（Loyら、2002）。 

 

Radunzら（2010）は妊娠後期の飼料エネルギー源（干し草、トウモロコシおよびDDGS）が分

娩前および分娩後の雌牛成績に及ぼす影響、分娩前の飼料エネルギー源が及ぼす影響について評

価した。こうしたエネルギー源を日々の要求量と同じか、それ以上給与した場合では、分娩前お

よび分娩後の雌牛成績に悪影響は及ぼさず、分娩前の飼料エネルギー源としてDDGSを給与した

場合には妊娠期間中の1日当たりの飼料コストが減少した。飼料エネルギー源はエネルギー区分

化に影響を及ぼし、血漿代謝を変化させ、その結果として、妊娠後期の期間中DDGSまたはトウ

モロコシを給与した雌牛から生まれた仔牛の出生時体重は干し草を給与した雌牛から生まれた

仔牛の値を上回った。 

 

脂肪補給源としての DDGS 

妊娠率がやや劣る（<90%）雌牛に脂肪を補給すると繁殖改善につながる。Loyら（2002）はトウモ

ロコシ油と同様の脂肪酸組成（DDGS の脂肪酸組成）を有する補給飼料を給与すると妊娠率が改善

することを示した。この他に、彼らは、タンパク質またはエネルギーの補給がすぐに必要とされる状

況下での脂肪補給が最も効果的にあることを示した。  

Engleら（2008）は妊娠後期の未経産牛用の飼料に DDGS を配合した場合と大豆外皮を配合した場

合の動物成績および繁殖成績に及ぼす影響を比較評価した。この試験結果によって、脂肪および非分

解性摂取タンパク質の補給源として DDGS を分娩前の飼料に加えると、良好な状態を維持している

初産の未経産肉牛では妊娠率が改善することが示された。  

Shikeら（2009）は制限給餌でトウモロコシ併産物を給与した場合の、動物成績、泌乳、栄養成分の

産出およびその後の繁殖に及ぼす影響を評価した。コーングルテンフィードを給与した雌牛と比較し

て、DDGSを給与した雌牛は体重が 16 kg、乳量は 1日当たり 0.9 kg下回り、仔牛の ADGも下回る

傾向が見られた。2度目の試験では、粉砕トウモロコシ茎を 2.3 kg/d、さらに栄養要求量を満たすた

めに、コーングルテンフィード（7.7 kg/d）または DDGS（7.2 kg/d）を等カロリー量雌牛に給与し

た。DDGSを給与した雌牛の体重はコーングルテンフィードを給与した雌牛の値を下回ったが、1度

目の試験とは異なり、乳量および仔牛の ADGには違いが認められなかった。いずれの試験でも繁殖

成績には差が見られず、制限給餌では DDGSもコーングルテンフィードも最高 75%まで配合するこ

とができるが、DDGS はコーングルテンフィードよりも高い脂肪含有率を有するものの繁殖改善に

はつながらないことを示唆している。 

更新用未経産牛 

更新用未経産牛への DDGS 給与に関する試験は極く僅かしか実施されていない。しかしながら、仕

上期の畜牛を対象とした数多くの試験に基づき、DDGS は更新用未経産牛を育成するための優れた

バイパスタンパク質源およびエネルギー源になると考えられる。MacDonaldと Klopfenstein（2004）

の試験では、スズメノチャヒキを自由採食している更新用未経産牛に 1日当たり 0 kg、0.45 kg、0.90 

kg、1.36 kg、1.81 kgの DDGSを補給した。研究者らは DDGSの補給量が 0.45 kg増加するに従っ

て、粗飼料消費量は 1日につき 0.78 kg減少し、1日平均増体量は 27 g増加することを見いだした。 
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Loyら（2003）は交雑種未経産牛の飼育用として用いている粗飼料率の高い飼料に毎日または週に 3

回 DDGS を加えて、その補給価値を評価した。この未経産牛には干し草を不断給与し（粗タンパク

質 8.7%）、DDGSまたは乾燥圧ぺんトウモロコシを栄養補給用として用いた。これらの補給飼料の

配合率は 2 種類とし、同じ分量で毎日または 1 週間に 3 回給与した。毎日補給した未経産牛では干

し草摂取量および増体速度が 1週間 3回給与の未経産牛の値を上回ったが、飼料要求率は下回った。

補給飼料の配合率の高低の違いに関わらず、DDGSを給与した未経産牛の ADGおよび飼料要求率は

乾燥圧ぺんトウモロコシを給与した未経産牛の値を上回った（表 2）。この筆者らは DDGSの正味

エネルギー価はトウモロコシ粒の値を 27%上回ると算定した。 

 

表 2. 現地の干し草に DDGSまたはトウモロコシを 2種類の配合率で加えて給与した成長期の

未経産牛の発育成績 

  低 a 高 b 

ADG kg/d トウモロコシ 0.37 0.71 

 DDGS 0.45 0.86 

DM摂取/ADG トウモロコシ 15.9 9.8 

 DDGS 12.8 8.0 

a
低 = 体重の 0.21%量を補給 

b
高 = 体重の 0.81%量を補給 

出典: Loyら （2003）. 

 

引き続いて実施した試験では、Loy ら（2004）はカニューレを挿入した未経産牛に補給飼料なし、

DDGS を毎日補給、DDGS を 1 日おきに補給、乾燥圧ぺんトウモロコシを毎日補給、乾燥圧ぺんト

ウモロコシを 1 日おきに補給した。予期されたように、補給飼料を給与しなかった未経産牛の干し

草摂取量は給与した未経産牛の値を上回ったが、DDGS を補給した場合とトウモロコシを補給した

場合では飼料摂取量に差はみられなかった。DDGS を補給した未経産牛の第一胃繊維消失率はトウ

モロコシを補給した未経産牛の値を上回った。 

Loy ら（2008）は交雑種未経産牛 120 頭それぞれに給与し、補給飼料の種類、配合率および給与頻

度が摂取量および発育成績に及ぼす影響を見極め、粗飼料の割合が多い飼料に加えた DDGS のエネ

ルギー価を推計した。この試験の結果により、育成期の未経産牛用として給与した DDGSの TDN価

（可消化養分総量）は乾燥圧ぺんトウモロコシを給与した場合の値を 18～30%上回ることが示され

た。 

Stalkerら（2004）は粗飼料主体飼料のエネルギー源として DDGSを給与した場合の、補給用分解性

タンパク質要求量の影響を評価するため 2件の試験を行った。飼料は分解性タンパク質が不足し（> 

100 g/日）、代謝性タンパク質は過剰に含まれるように調製した。この試験の結果により、粗飼料主

体飼料のエネルギー源として DDGS を給与した場合には、分解性タンパク質摂取要求量を満たすた

めに尿素を添加する必要のないことが示された。 

Morris ら（2005）は未経産牛それぞれに高品質または低品質の粗飼料を給与し、いずれの場合も 1

日当たり 0 kg、0.68 kg、1.36 kg、2.04 kgまたは 2.72 kgの DDGSを補給すると、粗飼料の摂取量

が減少し、1日平均体重増加率が向上することを示した。こうした結果により、粗飼料の入手が制限

を受ける可能性のある場合には、DDGS は成長を促進させるための効果的な粗飼料用の補給飼料原

材料となり得ることが示唆された。 

Islas と Soto-Navarro（2011）は DDGS の配合が小粒穀物牧草を摂取する未経産牛の粗飼料摂

取量および消化率に及ぼす影響を評価し、DDGSを体重の最大 0.6 % まで配合して、粗飼料の

摂取量、消化率および第一胃の発酵に悪影響を及ぼすことなく、脂肪摂取量および脂肪と NDF

の消化率を向上することが可能であることを示した。こうした結果に基づいて、小粒穀物牧草を

摂取している畜牛の消化率や粗飼料摂取量に悪影響を及ぼすことなく、DDGS を添加すること

により問題なく脂肪摂取量を増加させることができる。 

まとめ 
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トウモロコシ DDGS は肉牛のあらゆる生産段階のエネルギー源およびタンパク質源として優れてい

る。エネルギー源として効果的に使用することが可能で、仕上期の畜牛に乾物摂取量の 40%を限度

として DDGS を配合した飼料を給与することで、優秀な発育成績、枝肉の質および肉質を得ること

ができる。ただし、DDGS の配合率が高いと、タンパク質およびリンを過剰に摂取させることにな

る。 

肉牛に DDGSを給与した場合の大腸菌 O157：H7の排菌に及ぼす一貫性のある影響はなく、議論の

分かれる問題である。DDGS の配合率およびトウモロコシ処理の種類（乾燥圧ぺんトウモロコシ、

高湿潤トウモロコシ、スチームフレークコーン）が大腸菌 O157：H7 の排菌に対する反応に影響を

及ぼす可能性がある。現在のところ、DDGS の配合率が牛挽肉の大腸菌 O157：H7汚染の原因のひ

とつであることを示唆する科学的根拠は存在しない。 

肉牛繁殖用雌牛の飼料に DDGSを配合することがもっともふさわしい状況は、1）コーングルテンフ

ィードまたは大豆粕を置換するためのタンパク質補給源が必要な場合（特に低品質粗飼料を給与して

いる場合）2）コーングルテンフィードまたは大豆外皮を置換することのできる低デンプン、高繊維、

高エネルギー源が必要な場合、および 3）脂肪補給源が必要な場合である。 

成長期の未経産牛では、粗飼料主体飼料にエネルギー源として DDGS を加えている場合には、分解

性摂取タンパク質の要求量を満たすために尿素を添加する必要がない。育成期の未経産牛では、粗飼

料の入手が制限を受ける可能性のある場合には、DDGS は成長を促進させる効果的な粗飼料用の補

給飼料原材料となり得るだけでなく、DDGS の TDN 価は乾燥圧ぺんトウモロコシの値を 18～30%

上回る。 
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